
再生エネルギー最新事例報告【その1】 

市民エネルギーちば合同会社 社員   
         
 

                   宮下 朝光 

千葉県匝瑳市の 

再生エネと農業の融合による地域再生計画 



 「市民エネルギーちば合同会社」の概要と近況 

・環境や自然エネルギーに関わる複数の団体有志で設立 
・本店を匝瑳市に移転（地域密着型企業を目指す） 
・非営利型。（資本金の）出資者に利益を分配しない（定款） 
・主にソーラーシェアリング＆市民発電所建設を進める 
・市民発電所の資金集めはパネルオーナー方式を採用 
・ソーラーシェアリングは農業を継続しなければ発電事業も 
 継続できないため、農業のことに重点を置いて進める 
・耕作を依頼するため、地元に新たな農業生産法人を設立 
・ソーラーシェアリング考案者の長島さん設計の「スマート 
 ターン（東西向き自動太陽同期可変型）」を採用した設備 
 がいすみ市、匝瑳市で稼働中 
・匝瑳市飯塚地域の耕作放棄地を再生させるため、ソーラー 
 シェアリングを組み合わせた地域再生計画案を地元に提出 
・低圧設備数件をコーディネート。またソーラーシェアリング 
 のメガ設備建設工事も開始 
 （来年3月末完成予定） 
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再エネと農業の融合による地域再生計画 匝瑳市飯塚地区 

農業生産法人設立 
2015年12月 
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・太陽光発電と作物で太陽の光を分け合う 
 仕組み 
・農地の上約３ｍに、間隔を空けて太陽光 
 パネルを設置し、その下で耕作を行う 
・遮光率は約３３％ 
・２００４年、ＣＨＯ技術研究所の長島彬氏 
 により特許申請、２００５年に特許公開 
・２０１３年３月３１日、農水省が指針を 
 公表（通達） 

 

 ソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）とは 

【主な条件】 
・パネルは上部、下部で耕作すること 
・支柱部分は農地の一時転用許可が必要 
・毎年２月に農業委員会へ収量を報告 
・周囲の反収に対して収量は２割減まで 
・３年ごとに農業委員会が更新を審査 
 

 



 陰ができても多くの作物は元気に育つ！ 



 ソーラーシェアリングのメリット 

・農業と発電とのハイブリッド型収入により収益の安定化が 
 図られる 
・安定収入を得ることにより若者が農業に目を向ける 
・時々、日陰があるので夏場の作業がとても楽 
・放射冷却が減少し、雪解けが早く、霜が降りにくい 
・メガソーラー（野建て）のように地面を切り崩したり、草を 
 防ぐために除草剤を撒いたりしないので、設備の下でも 
 ＣＯ2を吸収 
・素人でも多くの建設・メンテ作業に携われる 
・巨大資本ではなく、関わる人々に収益が分配される 
 （賃貸料、耕作委託料、作物収入、発電量収入など） 
・農業の問題とエネルギーの問題を同時に解決できる 
 可能性がある 



 ソーラーシェアリングのデメリット・課題 

・支柱の基礎部分は農地転用の一時転用許可が必要（許可期間は３年） 
・初めての行政区分で申請をする際、農業委員会の許可を得るのに手間が 
 かかる（実績・先例などが重視される）  
・農業委員会への3年ごとの更新が必要で、見直しのリスクがある 
・最低20年間の運用が必要（パネルの寿命を考えると30年間） 
・営農を継続しなければならない（毎年農業委員会へ収量を報告） 
・太陽光パネルの下の農地の反収が、同じ地域の平均的な反収と比べて 
 2割以上減っていけない 
・生産した農作物の品質が著しく劣化してはいけない 
・ある程度の初期投資が必要 
・金融機関が農業委員会への3年ごとの更新を理由に融資に慎重姿勢  
 
・幅の狭い太陽光パネルの生産量が少ないため、メガソーラー（野建て） 
 などに比べてまだ建設コストが高い（現状は受注生産） 
・ＦＩＴ買取価格が低下（2016年4月以降）し、事業意欲が低下した 
・今後、架台は建設地域の基準風速に基づいた風圧荷重に耐える構造に 
 する必要がある 
 



 ソーラーシェアリング建設の様子 （匝瑳１号機） 

・作業は種まき前に完了するのが理想 

・３５ｋＷシステムを作業員 
 ６人（プロ１人＋５人）で 
 約２週間で完成 
  



 匝瑳１号機稼働開始 （2014年9月29日～）  

３５.０７kW（70W×501枚） 

大豆畑 

 

ソーラーシェアリング ＋ パネルオーナー  
＋ 市民発電所 

この組み合わせでは日本初！ 

2015年3月末で 

パネルオーナー募集終了 



 匝瑳１号機増設機も稼働 （2016年1月18日～）  

    22.68kW 
  （70W×324枚） 増設機 

１号機 

【特長】 
・パネルは太陽同期 
 可変型（自動） 
 午前中は東側向き 
 お昼は水平 
 午後は西側向き 
・1時間半に1回傾き 
 を変える 
・動力は専用のアク 
 チュエータ 
・動力源は独立型太 
 陽光発電+バッテリ 
・建設コストは割高 
 になる 
 （専用部材使用） 

南東向き 
固定 

北東～南西 
太陽同期可変 
（スマートターン） 

パネルオーナー募集中 

2016年8月～ 

【発電実績】（1kWシステム当たりの発電量を1号機と比較） 

4月 24％増   7月 11％増（アクチェータ1台故障）   
5月 24％増   8月 22％増（故障継続中） 

6月 23％増   9月 11％増（故障継続中）        



 パネルオーナー募集のパンフレット 



 パネルオーナーの仕組み （最短10年の契約） 

オーナー様 

弊社 

電力会社 

❶ ❷ ❸ ❹ 

❶ パネル購入（売買契約） 

❷ パネル引き渡し 

❸ パネル貸し付け 

❹ 賃料支払い（年1回） 

電気を売電 電気代金 

・パネルは1枚から購入可能 
・毎年固定の賃料をお支払い 
・10年を過ぎた時点でパネル 
 を弊社に売却することが可能 
・弊社で損害保険に加入 
・年に1回オーナー様へご報告 

（賃貸借契約） 



 パネルオーナーの収支シミュレーション 

★年利２％に相当！ 



【前提】（消費税抜き） 

パネル容量（kW）：60 kW（パワコン50kW弱） 

売電単価              ：24円 

1kWシステム当たりの年間発電量：1,150kWh 

 年間売電料収入：60×24×1,150＝1,656,000円 

 保険料、パワコン積立費用等：年間20万円 

 1kWシステム当たりの建設費用：①30万円 ②25万円 

建設費用：①60×30＝1,800万円 

     ②60×25＝1,500万円 

初期投資回収：①1,800÷（165.6－20）＝12.4年 

       ②1,500÷（165.6－20）＝10.3年       
（ご参考） 

住宅用の建設費用：約34万円 

ソーラーシェアリングの事業シミュレーション 



 市民発電所づくりの際の資金調達方法の比較 

資金調達方法 疑似私募債 パネルオーナー方式 
（売買契約、賃貸借契約） 

対象者 縁故者 一般 

広報・宣伝・ 
募集 

口コミ、直接会って 
ＨＰ等で広く募集すること
は不可 

チラシ、ＨＰ等で広く募集
することが可 

制約事項 制約あり 
少人数私募債の制約条件に
加えて、利息制限法・出資
法等の関係法令及び各種業
法に抵触しない必要がある 
 
（例：金融機関1口、出資 
   者49人まで等） 

制約なし 
一般的な売買行為 
申込（売買契約） 
賃貸借契約 
借受証発行（相続の対象） 
 



ご清聴ありがとうございました。 

ご質問等ありましたら、遠慮なくどうぞ 


